
ヘ

 
要約

7
Ne
現数

星核
 
１

7
す

た。

リ

公

で
 
２

２

7
星

に

に基

て

注

引用

表

 1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
（

た位

こ

分

今年

い

表

 
1
 
 
2
 
 

ルクレス座

約： 

73P/Schwass
etwork (GMN
数は 13580 個

核は過去にも

．はじめに 

73P/Schwass
ることで知

。日本は地理

カでは盛んな

開している。

は今回の出現

．これまでの

．１．1930
73P/Schwass
が 1930 年に

花山天文台

基づいた予想

、観測が行

目されてい

用する（表

1：中村要氏

930 May 2
 2

June 
 
 
 
 
 1
 1
 1
 1

6 月 9 日の

の暗い）、

位置（の明る

とによって他

であったとい

年の観測（次

山本一清先生

ては否定的な

表２：彗星軌

1930-Jun-14.1

2017-Mar-16.

座流星群に

smann-Wachm
N)の観測によ

個に達したと

も分裂したと

smann-Wachm
られ、2022
理的に極大後

な出現が捉え

。Paul Rogge
現について、

の経緯 

年代の観測 
smann-Wachm
に発見される

で放物線軌道

想輻射点が計

われた。世界

る中村要氏

１と図１）。

氏の観測。 
24 15h19ｍ

25 22 
3 29 
6 35 
7 38 
9 45 
 36 

0 40 
2 48 
3 52 
9 16h18m

の行は上が輻

下はそれよ

るい）流星か

他の人には困

いう。上の観

次項参照）に

生は中村氏の

な意見もかな

軌道からの予

s
1976 75

77
79

.84106976 67
69
71

についての

mann3 彗星

より分析した

と推定される

と考えられて

mann3 彗星は

年には分裂

後の活動しか

えられた。G
emans の協力

、過去の観測

mann3 彗

ると、直ち

道とそれ

計算され

界的にも

の観測を

 

ｍ +48 
48 
46 
43 
42.5 
41.5 
42 
42 
41.5 
40 

m 39 
射点近傍

りも離れ

から求めたも

困難と思われ

観測用星図は

にも見られる

の観測は塩見

なりある。 

予想輻射点。

s  
5.0 214.5 
7.7 219.8 
9.0 223.5 
7.0 207.5 
9.7 209.3 
1.0 210.4 

図

一考察 

による 202
た。太陽黄経

る。今回の出

ており、それ

は 1995 年に

裂により生じ

か捉えること

lobal Meteor
力により、ヨ

測と比較検討

ものとされて

れる暗い流星

は 5.0 等の星

るように輻射

見氏の観測に

 
 V

37.6 1
44.4 1
47.9 1
24.4 1
28.8 1
31.3 1

図 １：中村

22 年におけ

経 69.417、5 月

出現は 1995 年

れによって拡

に核の分裂が

た流星物質

とができなか

r Network (G
ヨーロッパ・

討する。 

ている。中村

星を検出して

星が書かれて

射点は北上し

によって裏付

Vg 
12.7 
13.8 
14.6 
11.9 
12.1 
12.2 

村要氏による

けるヘルクレ

月 31 日 04h
年に起きた彗

拡散した流星

が観測された

が地球と遭遇

かったが、C
MN)は観測

アメリカで

村氏は視野を

ていた。氏に

ているが、氏

当時、流星

は考えられ

の移動を見

た。しかし、

が南下してい

る彗星の軌

うになる。輻

レイルでは

あり、ここに

したと考える

付けられると

経路観測。 

日

レス座流星群

14m(UT)で、

彗星核の分裂

星物質による

。この彗星

遇する可能性

MOR の画像

された流星の

の観測データ

5 度程度に限

によると集中

は 5.5 等まで

星群の輻射点

ていなかった

見出したこと

、問題はここ

いることであ

軌道から輻射

輻射点の推算

なく、彗星自

に示すものは

るのが妥当で

補注を書か

MSSonLIN
日本流星研究

群の活動を

、太陽黄経 1
裂によるもの

活動も指摘

は 16 年に 1
性が以前から

像等で知られ

のデータをリ

タを入手でき

限定して、神

の継続は 30
で欲しいと望

点の移動が一

たので、この

自体が新し

こで記録され

ある。JPL に

射点を推算す

算方法は何通

自体の軌道に

は目安に過ぎ

であろう。 
かれているが

NE 2022 July
究会 小関正

Global Met
1 度当たりの

のであるが、

される。 

1 回地球に接

ら指摘されて

れるようにア

リアルタイム

きたので、本

神経を集中す

0 分、長くて

望まれていた

一般的なもの

のように輻射

しい知見であ

れている輻射

に登録されて

すると表２の

通りもあり、

によるもので

ぎない。しか

、この観測に

y 30 
正広 

teor 
の出

彗

接近

てい

アメ

ムで

本稿

する

て 60
た。 
のと

射点

あっ

射点

てい

のよ

ト

でも

し、

につ



生

Kr
こ

73P
程度
 
表

No
MK
表

Re
NM
AM
Ho
平均
Re
IAU

‐2

M

図 

「流星の研究

と吉井氏の

onk の本でも

では奥様も一

P/Schwassma
度はあった

３：写真流星

o.  
K-49 228.7 
４：様々な観

eference N
MS 
MS 
offmeister 
均 

ef.-List 
U 

25 ‐20 ‐15

MK-49

２：MK-49

図 ３：TA

究」の中で述

観測中に確

も触れられて

一緒に観測さ

ann-Wachma
という推定も

星のクラスタ

 -
40.7 130

観測によって

No. s 
13 81 
24 60 
21 64 

 68 
67 74 
61 72.0 

‐25

‐20

‐15

‐10

‐5

0

5

10

15

20

25

‐10 ‐5

9 の周囲の写

AH と JBO の

述べられてい

確実に群に属

ているが、ド

されていたこ

ann3 彗星は分

もあり、過去

ター分析で検

-s  V
0.4 55.2 14
て得られた M

  
253 35 
240 29 
249 39 
247 34 
230 39 
228.5 39.

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0 5 1

写真とビデオ

の関係。A~D

いるように小

属すると判定

ドイツの雑誌

ことが述べら

分裂を繰り返

去の分裂によ

検出された

Vg e 
4.8 0.625 
MK-49 に相

-s 
164 5
170 4
172 5
169 5
136 5

8 136.2 5

10 15 20

Son

Pho

オ観測の輻射

の活動期間

小槇孝二郎先

定される流星

誌(Astronomis
られている。

２．

 
とい

介し

て触

ま

星群

ター

会議

L1-
てい

流星

れた

って

「写

２３

下 M
るが

拡散

MK
スタ

流星

返していたは

よる流星物質

「流星群」 
q 

0.979 19
当する「流星

 Obs. 
56 24 
48 9 
59 20 
54  
55 T1-76
54.7 –Her

25

notaCo

oto

射点。 

間それぞれで

先生は 1935 年

星は見られな

sche Nachrich
 
２．これま

2013 年の第

いう話の中で

した TAH に

触れておこう

まず、写真・

群が捉えられ

ー分析による

議 (1981) にお

168 というグ

いる。T1 は

星群であり、

たものである

て、DMN<0.1
写真観測によ

３回流星会議

MK-49）。こ

が、D 判定を

散していて流

K-49の流星数

ターとしては

星体グループ

はずで、1995
質が広く拡散

i  
9.0 201.3 
星群」 

6,T1-78,T1-8
rculids 

観測方法に

年の彗星回帰

なかったとの

hten)の記事と

までの観測・

第５４回流星

で TAH を取

関する古典的

う。 
電波観測に

れているかに

る流星群の軌

おいて T1-
グループ（以

Terentjeva、
いずれも写

る。筆者は独

5 となる写真

よって活動の

議(1982)として

これは Ref.-L
を用いている

流星群とは思

数が 18という

はかなり大き

プが存在して

5 年当時に観

散した結果に

 N 
75.9 18 

0,T1-90,L1-1

より TAH と

帰の年に観測

のことである

としても掲載

研究 
星会議で「流

り上げている

的な写真、電

によって TAH
について、筆

軌道研究」：

-76, T1-78, 
以下 Ref.-Lis

L1 は Lindb
写真観測の中

独自にクラス

真流星のグル

の認められる

て発表してい

List67 に相当

るので、輻射

思えない（図

うのは写真観

きなものであ

ているのは否

観測された核

によるものと

168 

と JBO が混在

測されたが、

る。この観測

載されおり、

流星群の見え方

るが、そこで

電波観測につ

H に相当する

筆者は「クラ

：第２２回流

T1-80, T1-
st67）を見出

blad が見出し

中から見いだ

スター分析に

ループを検出

る流星群」：

いる（表３、

当するもので

射点分布から

２）。しかし

観測のよるク

あり、何らか

否定できない

核の直径の 2
も考えられ

在する。 

先

測は

そ

方」

で紹

つい

る流

ラス

流星

-90, 
出し

した

ださ

によ

出し、

第

以

であ

らは

し、

クラ

かの

い。

2 倍

る。 



筆者は眼視観測による輻射点分布についても調査したので、K-49 付近に得られている輻射点のグループを

紹介する（表４）。ここで Denning が含まれていないが、他は 1930 年の観測を意識しているからだと解釈す

ることもできるし、実際には 7P/Pons-Winnecke また 73P/Schwassmann-Wachmann3 それぞれの突発出現を除け

ば、両者による流星活動と区別しがたいからだとみることもできる。図３は 2014 年の天文回報の観測指針で

取り上げたグラフだが、5 月下旬から 7 月にかけて TAH と JBO に近い軌道をもつ写真とビデオ観測の流星数

を示している。4 つの極大が見られ、B が TAH、D が JBO に相当する。いずれも弱い活動であり、平年にお

いて両者を区別することは困難であることが分かる。 
その後、2011 年に Jenniskens 等が活動を捉えたという報告があるが、詳しいことは不明である。 

 
３．GMN による 2022 年の観測 
図４ａ、ｂに GMN による輻射点分布を示す。回帰分析前の分布からも推定されるように活動期間が短いに

もかかわらず、輻射点の移動量が大きいことが分かる。また、活動も極大後に急速に減少したことが分かる。

回帰分析後の輻射点分布からは、地球の進行方向背後から衝突する輻射点が拡散しやすい流星群にも関わらず、

輻射点がよく集中しており、彗星核から放出されて時間が短いトレイルによるものであることが分かる。 

図５は回帰直線のうち y 座標に関するものを示す

が、観測がいくつかの集団に分かれていることが示

されている。これは、GMN の観測点が地球上で均等

に配置されていないためである（後述）。つまり、

極大を含めて 3 日間出現が捉えられている。その前

後については、散在との区別が困難な程度の活動状

況であったことが分かる。 
表５は回帰分析による輻射点の中心位置からの距

離による輻射点数及び輻射点密度（／平方度）を示

したものである。中心から 7 度以上離れると密度は

0.2 程度に下がり、輻射点が良く集中していることが

分かる。以下で行う検討は、ここで 3 度以内に入っ

ている 1278 個の流星について行ったものである。GMN の観測は 2018 年から開始され、観測数は指数関数的

に増加している。このため、ここでは 2021 年以前の観測も含めているが、2021 年の輻射点が 5 個含まれるだ

けであり、区別せずに使用した。 
 
表５：回帰分析後の輻射点分布と輻射点密度。 
r 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
N 583 487 208 95 29 24 7 18 10 13 
Density 185.6 51.7 13.2 4.3 1.0 0.7 0.2 0.4 0.2 0.2 
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図 ４：回帰分析前（左、ａ）、回帰分析後（右、ｂ）。 
y = 5.42779 x ‐ 372.18500 
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図 ５：y 座標についての回帰直線。 



先に述べたように TAH は 2022 年の出現でほぼ 3
日間にわたって観測されているが、ここでは極大の

中心部分を取り上げることにする。 
図６は太陽黄経 69~70 の間に観測された流星を時

間系列で並べて、30 個ごとの時間間隔を求め、それ

から太陽黄経 1 度当たりの出現数に換算している。

細かい増減を繰り返しているが、突出しているのは

太陽黄経 69.417、5 月 31 日 04h14m(UT)で、太陽黄経

1度当たりの出現数は13580個に達したと推定される。

これは輻射点高度の補正をしていないが、HR=565、
1 分あたりで 10 個近い流星が出現したことになる。

しかし、その継続時間は短く、2 時間後には HR は 200
程度に減少していた。日本で観測される頃には 100
分の 1 以下であったことになる。 
ここで、図６で表されている流星がどこで観測さ

れたのか、太陽黄経と出現点の経度の関係を見てみ

よう（図７）。図６で太陽黄経 69.3~4 の間で減少が

見られるが、これは観測に適した地点が大西洋上に

ある時間帯でヨーロッパから北アメリカに観測地点

が移動しているためだと考えられる。北アメリカの

観測点で大西洋側（アメリカ東岸）は観測地点が少

なく、西岸に多いこともわかる。予報通り、北アメ

リカ西岸が今回の観測適地であったことが確認でき

る。また、上に示した極大時刻もアメリが西岸の観

測によるものであることも分かる。 
表６に GMN の観測から求めた輻射点と軌道要素

の推算値を示す。輻射点は 1 日当たり 5 度という大きな速度で北上していたことが分かる。状況は 1930 年で

も同様であったと考えられ、1930 年の観測は不自然だということになる。 
軌道要素では、近日点の黄経、黄緯（）及び、軌道半長径 a がほぼ一定であったとみられる。近日点

方向を軸として軌道が回転して、軌道傾斜角 i が増加したために輻射点が北上したものであろう。 
 
表６：GMN の観測による輻射点及び軌道要素の推算値。 
s -s    Vg e q i     a 
65.0 128.8 12.6 197.6 6.1 9.8 0.607 0.982 3.3 203.3 65.0 268.2 -1.3 2.50 
66.0 128.1 18.0 200.0 11.0 10.2 0.624 0.983 4.9 202.6 66.0 268.6 -1.9 2.62 
67.0 127.3 23.5 202.4 15.9 10.5 0.636 0.985 6.4 201.9 67.0 268.8 -2.4 2.71 
68.0 126.5 28.9 204.9 20.8 10.9 0.643 0.987 8.1 201.0 68.0 268.8 -2.9 2.76 
69.0 125.7 34.3 207.5 25.7 11.2 0.643 0.990 9.7 200.0 69.0 268.7 -3.3 2.77 
69.1 125.6 34.9 207.8 26.2 11.3 0.643 0.990 9.9 199.9 69.1 268.7 -3.3 2.77 
69.2 125.5 35.4 208.0 26.7 11.3 0.642 0.990 10.1 199.7 69.2 268.7 -3.4 2.77 
69.3 125.4 36.0 208.3 27.2 11.3 0.642 0.991 10.2 199.6 69.3 268.6 -3.4 2.77 
69.4 125.3 36.5 208.6 27.7 11.4 0.642 0.991 10.4 199.5 69.4 268.6 -3.5 2.77 
69.5 125.2 37.0 208.8 28.2 11.4 0.641 0.991 10.6 199.4 69.5 268.6 -3.5 2.76 
69.6 125.1 37.6 209.1 28.7 11.4 0.641 0.992 10.7 199.3 69.6 268.6 -3.5 2.76 
69.7 125.0 38.1 209.4 29.2 11.5 0.640 0.992 10.9 199.2 69.7 268.5 -3.6 2.75 
69.8 124.9 38.7 209.7 29.6 11.5 0.639 0.992 11.1 199.0 69.8 268.5 -3.6 2.75 
69.9 124.8 39.2 209.9 30.1 11.5 0.638 0.993 11.2 198.9 69.9 268.5 -3.6 2.75 
70.0 124.7 39.8 210.2 30.6 11.6 0.638 0.993 11.4 198.8 70.0 268.4 -3.7 2.74 
71.0 123.5 45.2 213.1 35.5 11.9 0.626 0.996 13.1 197.4 71.0 268.0 -3.9 2.66 
72.0 122.1 50.6 216.1 40.3 12.3 0.608 1.000 14.8 195.8 72.0 267.3 -4.0 2.55 
73.0 120.4 56.0 219.5 45.2 12.7 0.583 1.003 16.5 194.0 73.0 266.4 -3.9 2.41 
74.0 118.1 61.3 223.2 49.9 13.0 0.552 1.007 18.1 191.8 74.0 265.2 -3.7 2.25 
75.0 114.8 66.6 227.5 54.6 13.4 0.515 1.010 19.8 189.2 75.0 263.7 -3.1 2.08 
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図 ６：突発出現時の出現状況。 
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